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越谷サンシティ整備に向けた私たち有志の思い

コロナ禍の経験を活かし、最先端技術を導入するなど、世界的な
ニューノーマルな価値観を積極的に取り入れたい。
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南越谷・新越谷駅周辺地区の「利便性」を最大限活かしたい。

越谷サンシティ整備を核に「地域経済の好循環」を生み出したい。

中核市として埼玉県東部のシンボルを造りたい。

越谷市の将来に可能性を育みたい！

越谷市がこれまで取り組んできた「地域づくりの理念」を活かしたい。
※『越谷市民憲章』『文化都市宣言』『スポーツ・レクリエーション都市宣言』『安全都市宣言』 『平和都市宣言』など



私たち有志
の思い

行政機能（図書室、出張所等）

イベントホール 広場・公園

子育て関連施設・世代間交流施設

宿泊施設（ホテル）ＭＩＣＥ・オフィス

越谷サンシティの新機能

1万人規模の多目的大ホールを「核」とした
「複合施設」を建設できないか？

＋



プロバスケットボールチーム

越谷アルファ―ズ
を活かしたまちづくり
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✔埼玉県はプロスポーツチームを核とした地域活性化
に熱心。プロスポーツチームは重要な地域資源！

✔県西部「西武ライオンズ」、県中央部「浦和レッズ」
「大宮アルディージャ」、県北部は「ラグビー」

✔埼玉県東部をバスケットボールで盛り上げたい！

バスケットボールができる1万人規模の多目的大ホール
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スポーツ庁がいう「アリーナ」とは？
数千人から数万人の観客を収容する集客施設。
スポーツを観ることを主な目的とした施設。

スポーツができる1万人規模の多目的大ホール
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国が進める

総合グラウンド・総合体育館みたいな建物
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街なか立地とは？

✔公共交通機関を使うため
大規模な駐車場は必要ないのがトレンド。

✔公共交通機関を使うためスポーツ観戦
等の後、街なかで飲食・飲酒が可能。

✔駅から多目的大ホールまで人の回遊が
でき、地域経済の好循環が生まれる。

レイクタウン
年間来客数※延べ

約5千万人駅前エリア
南越谷駅

スポーツもできる
多目的大ホールを核
とした「複合施設」

新
越
谷
駅

東武スカイツリーライン

JR武蔵野線人が回遊

南越谷駅・新越谷駅
1日当たりの

乗降客数約30万人
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広島マツダスタジアム
広島駅⇔球場まで

の誕生

南越谷地区のセンシュアスシティの特徴も活かせる！
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『モリーナ』（仮）
スポーツと文化の憩いの場

1万人規模の多目的大ホールを「核」とした「複合施設」



子育て関連施設
世代間交流施設 公園
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東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

旧
日
光
街
道
・県
道
49
号
線『モリーナ』（仮）

イメージ図（※このとおり建設するというものではありません）

スポーツと文化の憩いの場

つながる

約200ｍ

約90ｍ

両国国技館
約1万2千人
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『モリーナ』（仮） イメージ図（※このとおり建設するというものではありません）
スポーツと文化の憩いの場
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設備・機能について

『モリーナ』（仮）
スポーツと文化の憩いの場
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『モリーナ』（仮）

スポーツと文化の憩いの場

設備・機能について

① 多目的大ホール
② 店舗・ホテル
③ 広場・公園
④ 小ホール
⑤ 子育て関連施設・世代間交流施設
⑥ ＭＩＣＥ・オフィス
⑦ 行政機能(図書室、出張所等)



子育て関連施設
世代間交流施設 公園

① 多目的大ホール
② 店舗・ホテル
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『モリーナ』（仮）

スポーツと文化の憩いの場

つながる
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多
様
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ユニバーサルデザイン
緊急事態時の大型避難所
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子育て関連施設
世代間交流施設 公園

③ 広場・公園
⑤ 子育て関連施設
世代間交流施設
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『モリーナ』（仮）

スポーツと文化の憩いの場

つながる



市民や来訪者の「憩いの場」
✔「ふだんづかい」のできる空間
✔子どもたちがのびのびと
緑の中をかけっこできる空間

産経Biz



④ 小ホール
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『モリーナ』（仮）

スポーツと文化の憩いの場

子育て関連施設
世代間交流施設 公園

つながる
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市民の文化活動
発信拠点
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多目的大ホール
小ホール
市民ギャラリー等

多数のイベント開催で
市外・県外からも
多くの来客がある

市民の文化活動を市内外の
多くの人たちに発信できる！
文化活動がさらに活発化！

スポーツやライブに来る人たちが
イベント前後に立ち寄る



⑥ ＭＩＣＥ・オフィス
⑦ 行政機能(図書室、出張所等)
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『モリーナ』（仮）

スポーツと文化の憩いの場

子育て関連施設
世代間交流施設 公園
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運営主体・運営方法
リスク負担の分担

『モリーナ』（仮）
スポーツと文化の憩いの場



✔複数のプロスポーツチーム関係会社
（バスケットボール、卓球、フットサル、バレーボールなど）

✔プロモーター・イベント会社
✔ＩＴ関連企業
✔鉄道会社
✔商社・開発会社
✔金融機関
✔地元企業等

運営する事業体（例） ⇒ 民間活力の結集
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『モリーナ』（仮）

スポーツと文化の憩いの場

※越谷市にも地域づくりの専門家として
事業体に入っていただくとさらにパワー
アップできる。
事業体に入ることが難しい場合でも、
公共施設部分は、何等かの越谷市の
関与が必要と考えます。



建設費用について
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『モリーナ』（仮）

スポーツと文化の憩いの場
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事前の運営見通しを立てることで
金融機関からの借入も可能。
国や県の補助金等も活用。
スポンサー企業からの支援、
市民からの募金も活用。

やれることを全部やる！

例）



運営方法について
越谷市の財政との関係
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『モリーナ』（仮）

スポーツと文化の憩いの場



例）固定資産税・都市計画税を免除／指定管理料0円
『市立吹田サッカースタジアム』
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例）45年間の土地の無償貸与
『横浜アリーナ』
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※参考: 2015年の横浜アリーナ経済波及効果 （収容人数17,000人）

総合効果: 約409億円

約27億円3,122人

新越谷南越谷駅
周辺地区の方が
利便性が高い！
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「コストセンター」から「プロフィットセンター」へ

✔大型施設にありがちな市役所頼りの運営では、持続
可能な経営はできません。

✔南越谷・新越谷駅周辺地区という地の利を活かせば
民間活力を最大限活用した経営が可能と考えます。
「情報力」と「コーディネート力」がカギを握ります。

✔市役所には「知恵」を絞っていただき、お金を直接出
す支援ではなく、「多様な支援のあり方」を模索して
いただき、ご協力いただくのが良いと考えています。
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動画データ挿入



ご清聴ありがとうございました。



運営方法について
多目的大ホールの稼

働率確保
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『モリーナ』（仮）

スポーツと文化の憩いの場
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多目的大ホールの稼働率確保

①新しい概念のホーム制の検討

越谷アルファ―ズ以外のプロスポーツチームを
誘致し、複数のチームや種目で多目的大ホール
をホーム会場として活用する。※シェアリングエコノミー

②各種スポーツの全国大会、国際試合積極的誘致

日本バスケットボール協会、日本サッカー協会等

アリーナスポーツ界では首都圏の会場不足が続いている！
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多目的大ホールの稼働率確保

③エンターテインメント興行の増加

✔現在の大ホールの収容人数や設備では興行す
ることが難しいアーティストも呼ぶことができる。

✔最先端技術を用いた設備を取りれることで、
これまで利用されていないｅスポーツの大会等も
誘致できる。
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